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論 文 内 容 の 要 旨
一般に, 代数多様体U 上に一つの同値関係E が与えられたときその同値類の集合 U /E を考えることが
出きる｡ これが自然に代数幾何学的にどんな構造をもつかという問題は, 未だに満足すべき答の得られて
いない難問である｡
著者は主論文において, 次のような結果を与えている :X がアフィン多様体Ⅴ上の射影多様体, T が ト
ーラス群でT がX の斉次座標環の有理同型を引きおこすように作用 しているものとする｡ X の点で, T に
よるオ- ビツI-の次元が最大になるもの全体の集合をU とする｡ するとU /T はV の座標環R 内のT 一不変
元全体 Ⅰで(氏) で定義されるアフィン多様体の上の射影多様体有限個で覆われる｡
T が トー ラス群という条件をなくすれば, T - SL (n) などでも U /T をアフィン多様体で覆 うこともで
きないことがあるという既知の事実と対比して, 大変きれいな定理であるといえる｡
また著者は, 主論文の最後の節において, G が線型代数群, H がその部分群であるとき, G /H におけ
る正則函数の存在についての興味ある例を与えている｡ 即ちH が G のボレル部分群を含めば, G /H は射
影多様体になり, 従って, 常数でない正則函数は存在 しないことは既知の事実であるがH がポレル部分群
の真部分群であっても, G /H は常数でない正則函数をもっとは限らないことを例示 している｡
参考論文第 1部においては, ｢代数群G の代数的部分群 H ,K について, その交換子群 〔H ,K〕が代数
群であることと, H とK とで生成された部分群が代数群であることは同値である｣ という定理を先づ証明
している｡ 上記定理の応用として次の三つの定理を導いている｡
(1) G , H が代数群, H ⊆G ならG の, H を含む最小の正規部分群は代数群である｡
(2) G が代数群, M , N が部分代数群, M N - N M なら 〔M , N 〕は代数群である｡






(1) G を連結代数群, H をG で周密なG の正規部分群とすれば H ⊇〔G ,G 〕
(2) G を連結半単純群, K を任意のコンパクト群とするo このときG からK の中への任意の準同型写像
¢ に対 して ¢ (G )- ( 1 ) が成立する｡
(3) G を連結群, K をコンパク†群とし, G からK の中への準同型写像を ¢ とすれば ¢ (G ) は可解で
ある｡
参考論文第 3 部においては代数曲面についての R eeve,T yrrell の論文中で予想として書いた代数曲面
の特異点の除去についての問題の肯定的解を与えた｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は主論文において, 次の新 しい結果を, もう少し一般化した形で得ている｡
T が トー ラス群で, これがアフィン多様体V に有理的に作用しているとする｡ T によるオ- ビットの次
元が最大になるようなV の点の集合をU とする｡ V の座標環をR とし, R の T 一不変元を IT(R ) で示すo
すると, 商空間 U /T は IT(R ) を座標環にもつアフィン多様体の上の射影多様体有限個で覆うことが良
来る｡
元来, 商空間についての問題- T を一般な代数群にしたとき, 上のような U /T がどんな性質をもつ
か, どんなときに代数多様体になるか, V の開集合 U′で U′/T が多様体になるようなものにはどんなも
のがあるか, などといった問題- は大変困難なものである｡ 特殊な問題のときを除けば, 一般論として知
られていることは, (1) T が∵般のとき, 上のような U′はたしかに存在する｡ (2) T が sem i-reductive
group といわれるもののときは, Ⅴ- U ならば U /T はアフィン多様体になる. (3) T が T-- ラス群のと
き, U /T はアフィン多様体有限個で覆われるO それに反し, T が ト- ラス群でないときは (半単純群で
あっても) U /T がアフィン多様体では覆えない場合があるというようなことであった｡
著者の得た定理は上の(3)を大変前進させたものである. 例えば モU /T において, 互に対応する局所環
をもつ二点がないならば, U /T は IT(R) で定義されたアフィン多様体の上の射影多様体になるミという
ことも, 著者の結果から直ちに得られるということからもそのよくなった点が示されよう｡
また著者は群G の部分群H による商空間 G /H における正則函数の存在について, 興味ある例を与えて
いる点も見逃せない｡
また参考論文第 1部においては ｢代数群G の代数的部分群 H , K について, 交換子群 〔H , K 〕が代数
群であることの必要十分条件はH とK とで生成された部分群が閉集合であることである｣ という大変すぐ
れた定理を与えている｡ 同時に与えているいくつかの応用例からもわかるように, 上記定理は代数群の一
般論において, 基礎的な面において大変重要な定理である｡ また証明には, 非常な困難さがうまく克服さ
れており, 単に結果の良さだけでなく, この点からも賞讃さるべきものである｡
以上のことから, 著者大塚香代は代数群について, 重要な定理を証明することによって, 代数群の理論
の発展に責献しているといえる｡′従って, 代数群の分野において, すぐれた研究能力を有するものとみと
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められる｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものとみとめる｡
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